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工

務

一

課 

   

  

国
民
の
期
待
に

応
え
る
防
災
体
制

は
職
員
の
増
員
が

不
可
欠
！ 
  

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
か
ら

は
、
九
州
で
の
洪
水
災
害

以
降
の
復
興
事
業
の
実
態

と
し
て
、
長
時
間
労
働
、
サ

ー
ビ
ス
残
業
が
垣
間
見
ら

れ
る
実
態
が
指
摘
さ
れ
、

雪
寒
を
含
む
緊
急
災
害
体

制
で
は
２
日
に
１
回
24
時

間
勤
務
を
相
当
数
の
職
員

が
こ
な
さ
な
い
と
対
応
出

来
な
い
実
態
、
と
り
わ
け

担
当
管
理
職
員
は
僅
か
な

休
憩
と
仮
眠
で
事
務
所
に

常
駐
し
て
い
る
実
態
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
改
善

す
る
に
は
「
職
員
の
増
員
が
不

可
欠
」
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の

実
現
が
国
民
の
安
全
安
心
の

期
待
に
応
え
る
こ
と
と
な
る

こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。 

  

災
害
体
制
時
の
職

員
の
健
康
を
守
る
た

め
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル

勤
務
」
等
の
ル
ー
ル

を
！ 

  

ま
た
、
当
面
、
職
員
の
健
康

を
守
る
た
め
に
は
、
連
続
勤
務

時
間
を
規
制
し
、
充
分
な
休
息

時
間
が
取
る
こ
と
が
出
来
る

「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
勤
務
」
等
の

ル
ー
ル
化
を
、
職
場
が
求
め
て

い
る
こ
と
を
追
及
し
て
い
ま

す
。 

私
た
ち
は
、
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス

も
含
む
災
害
体
制
は
、
職
員
の

「
使
命
感
」
で
成
り
立
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
局
は
、

こ
の
「
使
命
感
」
に
応
え
る
為
、

災
害
時
の
勤
務
時
間
の
ル
ー

ル
化
を
明
確
に
す
べ
き
で
す
。 

  

シ
ニ
ア
職
員
が

「
定
年
延
長
」
を
選
択

し
な
い
の
は
当
局
の

責
任
！
人
材
の
損

失
！
！ 

  

あ
と
１
年
と
少
し
に
迫
っ

た
「
定
年
延
長
」
制
度
の
運
用

で
す
が
、
閣
議
決
定
さ
れ
て
以

降
、
運
用
の
具
体
化
が
全
く
見

え
て
い
な
い
こ
と
を
追
及
し

て
い
ま
す
。
当
局
は
、
令
和
４

年
度
に
入
り
、
給
与
が
７
割
に

減
る
計
算
方
法
の
説
明
は
行

っ
て
い
ま
す
が
、
役
職
降
格
後

に
ど
ん
な
仕
事
を
さ
せ
る
か

に
つ
い
て
は
、
全
く
明
ら
か
に

し
て
い
ま
せ
ん
。 

 国土交通省管理職ユニオンは去る２月１０日に官房長交渉を実施しま

した。交渉では、雪寒体制や洪水災害後の復興事業の実状など、職員が

献身的に取り組んでいる実態を訴え、改善を迫っています。また、あと 1

年で運用される「定年延長」についても、シニア職員が働きがいの持て

る制度設計について追及しています。 

回答する当局側 

追及するユニオン役員 
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「
定
年
延
長
」
者
の
業
務 

現
役
世
代
に
有
効

と
な
る
業
務
へ
の

配
置
を
！ 

  

私
た
ち
管
理
職
ユ
ニ
オ

ン
は
、「
定
年
延
長
」
者
が
、

働
き
が
い
を
持
っ
て
役
職

降
格
後
働
く
た
め
に
は
、
人

員
が
不
足
す
る
職
場
で
現

役
世
代
へ
有
効
な
支
援
と

な
る
業
務
を
担
当
す
る
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。 

加
え
て
、
現
役
時
代
に
培
っ

た
「
知
識
と
経
験
が
活
か
せ

る
業
務
」
で
あ
る
べ
き
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。 

官
房
長
は
「
定
年
延
長
制

度
は
重
大
な
課
題
と
考
え

て
い
る
」
と
前
向
き
な
回
答

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
役
世
代
へ
の
有
効
な

支
援
と
な
る
業
務
は
、
事
務

所
や
出
張
所
に
存
在
し
て

お
り
、
本
省
当
局
は
、
地
方

整
備
局
、
事
務
所
主
体
に
該

当
者
の
声
も
聞
き
つ
つ
決

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

「
何
を
さ
せ
ら
れ
る
か

不
明
な
状
態
」
が
続
け
ば
、

来
年
度
の
退
職
者
が
選
択

し
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
管
理
職
ユ
ニ

オ
ン
は
「
人
材
の
流
出
」
で

あ
り
「
損
失
」
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。 

 
誰
も
が
管
理
職
員

を
希
望
す
る
職
場

環
境
を
！ 

  

交
渉
で
は
、
各
支
部
中
執

か
ら
、
「
四
〇
歳
代
職
員
で

管
理
職
に
な
る
こ
と
を
躊

躇
す
る
人
が
い
る
」
「
６
級

５
級
の
定
数
が
改
善
さ
れ

て
い
て
も
課
長
、
出
張
所
長

の
昇
格
が
改
善
さ
れ
て
い

な
い
」
「
特
例
業
務
と
指
定

す
る
こ
と
で
、
三
六
〇
時
間

の
上
限
規
制
が
ク
リ
ア
ー

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を

考
え
る
管
理
職
は
業
務
が

増
加
。」「
当
局
は
増
え
た
業

務
に
見
合
っ
た
増
員
を
行

え
」
「
出
張
所
は
地
域
に
期

待
さ
れ
て
い
る
。
令
和
五
年

度
組
織
内
示
の
出
張
所
の

統
廃
合
は
、
流
域
治
水
等
の

地
元
期
待
に
逆
行
し
て
い

る
」
「
こ
こ
数
年
地
方
整
備

局
は
増
員
を
し
て
い
る
が
、

地
理
院
は
減
少
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
な
ど
新
し

い
業
務
も
増
え
て
い
る
。
正

し
く
評
価
し
て
増
員
を
！
」

等
の
各
地
方
・
機
関
の
具
体

的
な
事
例
で
追
及
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

宇
野
官
房
長
は
国
会
会

期
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
最
後

ま
で
私
た
ち
の
訴
え
を
聞

き
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。
職
場
要
求
ア
ン
ケ

ー
ト
を
背
景
と
す
る
運
動

は
、
当
局
を
動
か
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
職
場
の
管
理
職
の

皆
さ
ん
の
ユ
ニ
オ
ン
運
動

へ
の
参
加
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

  ？ 

役降り後の業務内容イメージ 

（事務所、出張所） 

事務所長、副所長 

総括保全対策官、契約事務管理官、用地対策官、

工事品質管理官事業対策官、占用調整管理官、 

事務所課長、出張所長 

事務所対象管理職員 

①シニア職員のモチベーションの維持 
②現役世代への有効な支援 

建設専門官、専門調査官､建設監督
官､保全対策官など（５C ポスト） 

■事務所で・・・ 
・課長の補佐的な役割
（災害対応を含む） 
・業務・工事検査支援 
・災害査定 
・積算資料作成支援（条
件明示） 
・関係機関・地元協議支
援 
・技術審査支援 
・苦情・要望対応 

■出張所で・・・ 
・出張所長の補佐的な役割
（災害対応を含む） 
・河川・道路巡視支援 
・施工プロセスチェック支
援 
・許認可支援 
・苦情・要望対応 

各職場でイメージを持つこと
が大事です。議論の一助に・・ 


